
 

 

令和２年（２０２０年）７月１７日  
 

被災地を取材していた報道関係者からの 

新型コロナウイルス感染症の感染確認について 
 
 

７月１６日（木）、本県５０例目（熊本市を除くと１０例目）となる新型コロナウイル

ス感染者が確認されました。 

感染者は、発熱、咽頭痛等の症状があり、同日、県内の感染症指定医療機関へ入院さ

れました。 

この方は、７月１３日（月）に来熊し、１５日（水）までの期間、八代保健所管内及

び人吉保健所管内で取材活動を行っていたことが確認されています。 

熊本県では、濃厚接触者の把握を含めた積極的疫学調査を確実に行い、感染拡大防止

に努めて参ります。 

県民の皆様におかれましては、まずは落ち着いて行動いただくとともに、日常的な予
防である咳エチケットや手洗いのほか、新しい生活様式の実践の徹底をお願いします。 

 

１ 感染者について 

（１）年代・性別 ３０歳代・男性 

（２）居 住 地 神奈川県 

（３）職   業 報道関係者 

（４）行 動 歴 八代市、人吉市、球磨村、相良村、多良木町で取材活動（詳細は別紙） 

（５）濃厚接触者 ２人 同僚１人、タクシー運転手１人 

         ※取材は主に写真撮影であり、取材対象への濃厚接触はなし 

 
 
２ 被災地で活動される全ての方へのお願い 

・活動前の体調の確認と、体調不良時の活動自粛 

・マスク着用、手洗い、人との距離の確保等の基本的な感染防止対策の徹底 

・「被災地で活動する際の感染防止対策チェックリスト」の活用 

 

報道資料 

今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、感染者、御家族のプライバシー

に格段の御配慮をお願いします。 

健康福祉部健康危機管理課 

問合せ先：上野、山田、楠田 

電話：０９６－３３３－２６３０（内線５９３５） 












